
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

手動上下昇降テレビスタンド（カメラ台付き）(CR-PL61シリーズ)組立説明書 Ver.1.0

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（CR-PL61BKなど）と下記の部品番号（①～　）と部品名（キャップなど）をお知らせください。完成図 組立部品

＜組立てに必要な人数＞

大人2人以上

＜用意していただくもの＞
・プラスドライバー　・毛布
・手袋（ケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

14mm

5mm

14mm

6mm

30mm

6mm

30mm

8mm

50mm

8mm

　ボルトM-B（M6×14ｍｍ）×4本

　ボルトM-A（M5×14ｍｍ）×4本

　ボルトM-C（M6×30mm）×4本

　ボルトM-D(M8×30mm)×4本

　ボルトM-E(M8×50mm)×4本

　六角レンチ(5ｍｍ)×1本

⑯ワッシャー
×2枚

⑮キャスター
×4個 スパナ(17ｍｍ)（14mm）×1本

　プレートM-F×4枚

①カバー（左）×1個 ②カバー（右）×1個

③ベース×1個
④棚板用ブラケット

×1個

⑤ブラケット×1個

⑧上棚×1枚

⑩上フレーム×1個

⑨キャップ×1個

⑫下棚×1枚 ⑬レッグフレーム（左）×1個 ⑭レッグフレーム（右）×1個

⑥テレビ用ブラケット×2個

⑦ハンドル×1本

⑪支柱
×1本

　スペーサーM-H×8個　スペーサーM-G×8個

ディスプレイ取付け用ボルト類

※ディスプレイの取付けに適した部品を
　ご選定いただき、ご利用ください。

使用ボルト類

12mm

6mm

25mm

6mm

25mm

5mm

16mm

8mm

30mm

8mm

40mm

8mm

⑲ボルトB(M8×40mm)×8本

　ボルトE (M8×16mm)×4本

⑳ボルトC(M6×12mm)×8本

⑱ボルトA(M8×30mm)×4本

　ボルトF(M4×6mm)×3本

　ボルトG(M4×6mm)×2本

　ボルトD(M6×25mm)×2本

　ボルトH(M5×25mm)×1本

6mm
4mm

6mm
4mm

⑰上フレーム用スペーサー
×2個



テレビ背面
上

1手順

スペーサーM-G

スペーサーM-H

14mm

5mm

14mm

6mm

30mm

6mm

30mm

8mm

50mm

8mm

　ボルトM-B（M6×14ｍｍ）

　ボルトM-A（M5×14ｍｍ）

　ボルトM-C（M6×30mm）

　ボルトM-D(M8×30mm)

　ボルトM-E(M8×50mm)

　プレートM-F

　スペーサーM-H　スペーサーM-G

ディスプレイ取付け用ボルト類

※ディスプレイの取付けに適した部品を
　ご選定いただき、ご利用ください。

＜ボルト選定時の注意＞

付属のボルトが合わない場合は、
市販の適切なサイズのボルトを
ご用意ください。

ボルトの長さを選ぶ際は、⑥テレビ用ブラケットの厚み
＋   プレートM-Fの厚みを加味してご用意ください。

ディスプレイ本体ディスプレイ本体ディスプレイ本体

ボルト

取付け穴断面図

最後まで
締まらない

少ししか
回っていない

毛布などを下に敷いてください。

ディスプレイに付属している
スタンド類は取外してください。

耐荷重以上のディスプレイは
取付けないでください。

プレートM-F

プレートM-F

⑥テレビ用ブラケット

⑥テレビ用ブラケット

　ボルトM-A～　ボルトM-E

ボルトとプレートの組合せ
ボルトM-A

ボルトM-C
ボルトM-D

ボルトM-B

ボルトM-E

ディスプレイの突起と干渉する場合

突起に干渉している
突起

突起に干渉していない

スペーサーM-G
スペーサーM-H

突起

上

同じ距離

後から見た図

テレビ
背面

⑥テレビ用ブラケット

テレビ用ブラケット取付け位置の注意

上

上のネジ穴に
取付けます。

下のネジ穴に
取付けます。



上

4手順

⑬レッグフレーム（左）

⑲ボルトB

①カバー（左）

①カバー（左）

②カバー（右）

②カバー（右）

※レッグフレームが歪んでキャスターが
　4輪とも地面に設置しない場合は、ボルトを
　緩めて締め直してからカバーを取付けます。

前

＜上から見た図＞

前

⑭レッグフレーム（右）

③ベース
※大きな穴がある方が上です。

5手順 6手順 7手順

⑲ボルトB

上

ひっくり返す

40mm

8mm

⑲ボルトB(M8×40mm)

40mm

8mm

⑲ボルトB(M8×40mm)

2手順

キャスターにはグリスが付いてい
ます。服などが汚れないようにご
注意ください。

3手順

キャスターにはグリスが付いてい
ます。服などが汚れないようにご
注意ください。

　スパナ(17ｍｍ)

ナット
（キャスター側）

※大きいほうを使用します。

下げる

　スパナ(17ｍｍ)
※大きいほうを使用します。

ナット（上）

⑮キャスター

⑮キャスター



10手順

12手順 13手順 14手順

11手順

⑦ハンドル

上

前

前
⑪支柱
※穴がある方が後です。

⑪支柱

⑱ボルトA

前

⑪支柱

⑨キャップ⑤ブラケット

ノブボルト
が上です。

ボルトE

③ベース

大人2人以上で
行ってください。

大人2人以上で
行ってください。

8手順

300mm程度

⑦ハンドル
回す

※支柱の上側が300mm程度になるまで、
　ハンドルを回して支柱を伸ばします。

9手順

立てる

起こす

30mm

8mm

⑱ボルトA(M8×30mm)

16mm

8mm

　ボルトE (M8×16mm)



MAX

15手順

17手順 18手順 19手順

16手順
前

⑤ブラケット

⑥テレビ用ブラケット

テレビ

大人2人以上で
行ってください。

指などを挟まないように
十分ご注意ください。

⑳ボルトC

前

ボルトF

ボルトG

⑧上棚

⑩上フレーム
⑩上フレーム

※MAXの下の線が出ない
　範囲で調節します。

下がる

上がる

⑦ハンドル

＜後ろから見た図＞

ゆるめる 穴の位置が合っていない場合は
ブラケットのボルトを緩めて
水平にします。
※調節後はボルトを締め付けます。

締める

＜前から見た図＞

ボルト

※穴の位置を合わせます。

　ボルトD

⑯ワッシャー

テレビ
※任意の位置で調節します。

12mm

6mm

⑳ボルトC(M6×12mm)

　ボルトF(M4×6mm)
6mm

4mm

　ボルトG(M4×6mm)
6mm

4mm
25mm

6mm

　ボルトD(M6×25mm)

⑰上フレーム用スペーサー



20手順

23手順 24手順 25手順

21手順 22手順

前

前

ナット

④棚板用ブラケット

ボルト

ナット

ケーブルフック

ケーブル⑪支柱

⑫下棚

④棚板用ブラケット

⑳ボルトC

ボルト

12mm

6mm

⑳ボルトC(M6×12mm)

取外す
取外す

25mm

5mm

　ボルトH(M5×25mm)

ボルトH

引っ掛ける 最後にゆるみやガタつきがないか
確認してください。



角度の調節方法

ノブボルト

可動部分で指などを
はさまないように
十分ご注意ください。

1手順

ゆるめる

ノブボルト

テレビ

締める

2手順 3手順
傾ける

キャスターのメンテナンス方法

1手順 2手順

ロック
解除

ストッパー

下げる

　スパナ(17ｍｍ)
※大きいほうを使用します。

ナット
（レッグフレーム側）

3手順

上げる

　スパナ(17ｍｍ)
※大きいほうを使用します。

ナット
（キャスター側）



ロックを解除しないで移動させようとすると、
キャスターが緩んで転倒し、ケガや破損の
恐れがあります。

移動時のご注意

ロック
解除

ロック
解除

ロック
解除

ロック
解除

ストッパー

CE/AC/TODaC

テレビは4本のボルトでしっかりと
固定してください。

可動部分で指をはさまないように
気を付けてください。

本製品を振動のある所に置くのは
さけてください。

耐荷重を超えるテレビは取付けない
でください。

室温の元で操作してください。

2ヶ月毎を目安に、ボルトを締め直し
てください。

以上の点に注意して取扱ってください。

!

!

!

!

!

!

安全の為に注意していただく点


